1. コンセプト
[image: image1]私たち6班は土浦市の都市計画マスタープランを策定するにあたり、コンセプトを

“Tsuchiu Life” style

と設定した。現在、土浦市はさまざまな問題を抱えている。一方で歴史・自然・立地や市民活動といった資源がある。こうした市内の資源を活用し、20年後の土浦市民の生活環境の向上を図ることを最終目的としたマスタープランを提案する。

2. 基本方針
マスタープランの策定にあたり、生活者の視点から土浦が抱える問題を見ていくと、車に依存する都市構造、農業地域での後継者問題、医療サービスの地域間格差、中心市街地の空洞化といった課題がある。一方で資源としては、町内会の組織率が比較的高いことや地域の防犯活動といった市民の手で展開される活動が活発であることは特筆できる。

続いて地域別に課題と資源を見ていくと、中心市街地では、郊外型のショッピングセンターの進出や、自動車でのアクセスが不便であることなどから商業機能の衰退が著しい。ただ、亀城公園やまちかど蔵などの歴史的な資源が点在していることが特色である。また、新治や神立の各地区ではレンコンや花きに代表される農業が盛んであるが、公共交通が不便であることや農業の担い手の高齢化が大きな課題といえる。荒川沖地区はベッドタウンの色彩が強く、モノやサービスの大きな消費地と言える。こうした現状を踏まえて私たちは図2-1のような枠組みを提案する。
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図2-1　地域内外との交流を核とした問題解決の枠組み

私たちが土浦の資源であると判断した「農業」、「商業」、「市民活動」という3つの軸を、新たな取り組みや政策によって効果的に結びつけ、有効に活用することを目指す。軸どうしの結びつきは地域内外での人々の交流につながり、人々のライフスタイルにもよい影響を与えると考えられる。こうした流れを通して、現在の土浦が抱える課題の解決を図り、20年後を見据えた生活環境の向上を図る。
3. 重点整備計画
1． ていき移動市
主に新治地区・神立地区南部における生活サービス向上、をならびに地産地消の推進を目的として、「ていき移動市」計画を実施する。


[image: image2]
図3-1　地区別高齢化率と医療機関
図3-1は市内各地区の高齢化率と医療機関（総合病院・診療所）の位置を図示したものである。土浦市全体では医療事情は比較的充実しているが中心地区・荒川沖地区に集中しており、新治地区・神立地区においては極端に医療機関が少なくなっている。また、特に新治地区は高齢化率も高い。今後自家用車を使えない住民の増加が予想される。

[image: image3]
図3-2　バス路線網および買い物施設

図3-2はバス路線網および買い物施設を示したものである。医療機関同様、買い物施設も新治地区・神立地区では少ない。特に新治地区の大部分と神立地区南部では中心部に比べ、非常に不便だといってよい状況である。また、公共交通機関の行き届かない地域も存在し、新治地区はバス路線系を除いて生活に不便であることが推察できる。

公共交通の充実が望まれるが、今後の拡大もすぐには見込めない。そのため自動車を使えない高齢者を中心に、日常の買い物や医療などのサービスを受けるのにさえ困る住民の増加が予想される。

[image: image4]
図3-3　公民館・集会所位置

一方で図3-3を見ると公民館・集会所の配置は充実しており、市内各地域に点在している。これを有効に活用した生活サービスシステムとして、主に新治・神立南地区において「ていき移動市」システムを考えた。
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図3-4　関係フロー図

図3-4は、ていき移動市の関係フロー図である。対象地区の公民館・集会所において、各施設で週に1回程度、定期的に実施する。開催日には中心市街地の商店が当番制で出店し、食料品・生活用品や各種サービスの提供・販売を行う。この市に来れば日常生活に必要な物品や、簡単な医療・介護、散髪などの生活サービスは基本的に満たせるように、出店を募る。
移動市の運営は土浦市から補助を受けたNPOが行う。商店主と連携して移動市の企画・運営を行うほか、利用者の要望等をもとにサービスの拡充を行う。市は地域住民同士の交流の場となり、また中心地区の商店主との接点が生まれる。中心地区に出かけた時に、繋がりができた商店に立ち寄ることなどで、コミュニティが広がるきっかけとなることも期待される。
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図3-5　期待する効果

図3-5は、ていき移動市で期待される効果のフローを示したものである。地域通貨キララを触媒に、市内各地域のコミュニティが活性化されることを期待される。
キララは、市民活動を行った際や、市内産の食料品などを購入した際にポイントとして付与され、土浦市が全額を負担する。キララは市内産の物品などの購入に充てることができ、中心地区の市民が市内産の食料品（野菜・肉など）を購入するよう誘導する。このとき、購入者と、市内向けに出荷した生産者双方にキララを付与する。新治地区などの生産者は得たキララを中心市街地の店舗や市内の医療・介護サービスの支払いの一部として利用できる。医療サービスの利用促進により、市にとっても医療関係費の支出の低下が期待できる。また地域間のコミュニティの活性化が図られ、市全体が活性化することが期待される。
表3-1　地域別にみた参加・参加希望活動内容
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（出典：土浦市まちづくりアンケート）

表3-1は、土浦市が実施した「まちづくりアンケート」の結果の一部である。地域別（中学校区別）にみた、「参加している（参加したい）（活動）内容」を見ると、各地域において市民がどのような活動に取り組んでいるか・取り組みたいと考えているかがわかる。移動市と同時に公民館をサークル活動やボランティアなどの市民活動の場とすることにより、新たな活動の要望に応えることができる。そのほか、救急救命訓練・パソコン教室など、さらなる生活レベルの向上のためのサービスを提供する場ともする。活発な市民活動を通して、まち全体を活発にするきっかけとする。
2． メインストリート計画
中心市街地の問題点

先に述べたように中心市街地の衰退は著しいが、私たちはその物理的な要因は大きく以下の2点あるのではないかと考えた。

1． 自動車の通行の多さと歩行者のためのスペースの少なさ

2． 城下の町割が残っているため慢性的に道路が混雑

その結果として、市街地に出かける人が少なくなり、現在のような状況になってしまったといえる。

メインストリート計画の方針
衰退が否めない現状を打破するとともに他の政策の効果を中心市街地にも取り入れるために、メインストリート計画を提案する。この計画の方針は次の3点である。

1． 歩ける、にぎわいのある空間の整備

2． メインストリートらしさの演出

３．高齢化に対応した市街地

広く開かれたコミュニケーションの場として中心市街地ににぎわいを取り戻し、土浦が抱える課題を解決するための原動力の一つになることを目指す。

歩行空間の整備

歩きやすく、また歩きたくなる空間を整備するために、亀城公園からウララまでの通りの「ペデストリアンウェイ化」（図3-6）と観光や教育への利用が期待できる「まちかどサイン」の設置を提案する。
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[image: image8]
図3-6　ペデストリアンウェイ化する通りの位置

ペデストリアンウェイ化することにより、この道路への自動車の流入は長い期間に渡って完全に遮断される。その影響を検証するために、JICA-STRADAやCUETを用いて20年後の混雑度を分析した。結果は図3-7である。


[image: image9]
図3-7　20年後のペデストリアンウェイ周辺の道路混雑度

当該区間の道路を撤去するだけでは国道354号線のネットワーク機能が失われるため、バイパスとして商工会議所付近から県道263号線までの道路を開通させた上でシミュレーションを行うと、迂回交通による混雑は国道125号線の一部の区間に見られるものの、市街地全域にマイナスの影響を与えるとは言えない。よって、バイパス建設とこの区間に対する混雑緩和策を実施すれば、ペデストリアンウェイ化は決して困難なことではない。

「まちかどサイン」とは、市街地の要所に江戸時代の地図や戦前の街の様子を収めた写真を描いたサインを設置する取り組みである。複数個所に設置することで観光客の回遊を促すとともに、郷土史を学ぶ一つの方法として、教育における利用も期待できる。
にぎわいづくり

市街地のにぎわいを創出するために、図3-8に示す各施策を提案する。


[image: image10]
図3-8　にぎわいづくりの5施策とその実施場所

まず、「食べ歩きストリート」では手軽に歩きながら食べられるものを販売する店舗の集積を図る。調理の様子が歩行者の目に留まることや、料理の香りが店の外に漂ってくるように工夫することで、歩行者の好奇心と食欲を刺激するような通りづくりを行う。次に「505ストリート」では「食べ歩きストリート」との対比の意味も込めて、椅子に座ってゆっくり飲食を楽しむ空間を目指す。1階はレストランやカフェといった飲食店を主に誘致する。また、モールの2階以上はSOHOとしても活用できる市街地居住の場としての整備を行う。1階の飲食店はここに住む居住者の利用も見込んでいる。「チャレンジショップ」はすでに川口一丁目にて実施されている取り組みだが、ここではさらに幅広い年代の人が商業にチャレンジできる場としての利用を図る。例えば、小中高生が商業体験を行う場とすることも利用法の一つである。続いて、先述の「ていき移動市」を市街地でも開催することを提案する。開催場所としては、川口町バス停近くの高架道下に広がる空間が考えられる。新治や神立の各地区から農産物や花きを運んできて、販売する。地産地消のアピールになることはもちろん、市の存在が歩行者の興味を引くとともに、「キララ」の流通の場ともなり、市街地のにぎわいづくりにつながる。「待ちかど蔵」は歩行者が気軽に休憩できる場所として主要バス停付近や市街地の要所に整備する。単なる休憩の場としてだけでなく、学生や一般の市民が制作した芸術作品を展示するスペースとしての役割も持つ。

以上は図3-8の各区間・地点との対応も意識しながら施策を紹介してきたが、最後に、業種にかかわら市街地の営業中の店舗には必ず「のれん」をかけるようにする。これはどの店がいま営業しているのかすぐにわかるようにすることと、街の雰囲気に一体感を持たせることに主眼を置くが、一方で、それぞれの店の個性を表現するものとしての役割もあり、街の眺めに視覚的な変化をつける意味合いもある。
3． EQ \* jc2 \* "Font:HGP創英ﾌﾟﾚｾﾞﾝｽEB" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(れんこん),練魂)村

農業の後継者問題の解決、および農業を通した人材育成を目的として、新治地区に「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(れんこん),練魂)村」を建設する。地域雇用や手軽な労働力の入手にも役立つ。
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図3-9　練魂村の枠組み
図3-9は練魂村の枠組みである。農をはじめとした土浦の農村の伝統的な文化・技術の体験を通して、都市部である中心地区・荒川沖地区などの子供たちの情操教育を行う。また、高校生・大学生など若い人材の市民活動の場としても位置付け、農業の人材確保をも図る。
土浦市がもつポテンシャルとして、①学生が多いこと、②地域に存在する高齢者の経験・知識が豊富なこと、③常磐線を通じて東京へのアクセスが充実しており、外部へのPRが行いやすいこと、④体験場所が豊富なこと（農地・商店・裁判所等）、活動する拠点がある（チャレンジショップ制度）ことなどが挙げられる。これらは土浦市で練魂村を開くにあたり大きなポテンシャルとなるもので、これを活かして現状を改善していく。
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図3-10　練魂村フロー図

図3-10は練魂村のフロー図である。企画・運営はNPOが行う。新治地区の農家の方々の協力の下、農地・森林を利用し、また講師として招く。「村民総教師」をキャッチフレーズに、さまざまな方にさまざまな講座・プログラムを行ってもらう。
プログラムは学校の放課後や、夏休みなど長期休業中に実施する。中心地区・荒川沖地区はじめ市内の子供たちは、それぞれ参加するプログラムごとに練魂村に出向き、参加する。子供たちの保護者（図3-10の「家庭」に相当）は、一緒にプログラムを受講したり、プログラム運営のサポートに当たったりする。
＜小学生向けプログラムの例＞

· 稲作体験（田植え・稲刈り・脱穀等）

· もちつき体験

· 味噌作り体験

· 昔の遊び体験
学生のサポートスタッフは、高齢者の農作業の手伝いや、企画・運営のサポート、プログラムの作成などを行う。これらの活動を通して農業や郷土への理解を深め、後継者の育成を図る。活動成果を中心市街地の待ちかど蔵で発表したり、作品を販売したりといった広報活動も行う。

これらの活動により、子供や学生の教育だけでなく、地域間・世代間の交流も促すことにより、持続可能な街づくりへとつなげる。NPOを中心として多様な人々が運営に参画するため、土浦ならではの特色あるプログラムになると期待する。

4. 20年後のライフスタイル
以上の施策により、地域間の交流が生まれ、各地区において市民の活動も活性化し、20年後には魅力ある土浦に生まれ変わる。様々な人が様々なライフスタイル―それぞれの”Tsuchiu Life” style―を実現することができ、さらに住みよい街になっていくと考えている。
[image: image13.png]F R EH

PREE-SE

T
>
L
K
Y
4
®

BEEHR

B4 - S — 0

TLEBTT

Eo ke





図4-1　各重点整備計画の関係

■参考文献等

· 第７次土浦市総合計画
· 土浦市公式ホームページ
http://www.city.tsuchiura.lg.jp/
· 社団法人土浦観光協会
http://tutiura.727.net/
· 統計いばらき
http://www.pref.ibaraki.jp/tokei/
· 統計つちうら
http://www.city.tsuchiura.lg.jp/index.php?code=1328
· 土浦市 まちづくりアンケート
http://www.city.tsuchiura.lg.jp/index.php?code=52
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